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浦安市国際化の現況
‐令和元年度版‐
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浦安市市民経済部地域振興課
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第１章 国際化の現況作成の目的

本市は平成 22 年度に改訂された「浦安市国際化指針」に基づき、国際化施策を総合的に推進

しているところです。

国際化施策を推進するにあたっては、国際化の現状と課題、そして、取り組みの実情、その中

で考えられる課題などを適宜把握しながら、よい方向へ常に検証し続けることが必要です。

本市は、昭和 61 年（1986 年）に浦安在住外国人会（UFRA）が、そして昭和 62 年（1987 年）

に浦安市国際交流協会（UIFA）が設立され、市との密接な連携のもと、市民主体の国際交流が積

極的に推進されてきました。

今後も市は、これらの国際交流団体と連携しながら国際化施策を展開していくことが重要とな

ります。

そのような考えのもと、本市を取り巻く近年の国際化の状況を見ますと、ベトナム、ネパール

を始めとする東南アジアを中心とした国籍の在住外国人の増加とともに各課での窓口対応の増

加、小中学校における外国にルーツを持つ児童・生徒への日本語学習支援や、外国籍の保護者と

のコミュニケーションなど、取り組むべき内容が多様化、増加しています。

また、今後においても外国人の来訪者が増えることが考えられ、交流を支えるボランティアの

育成や国際交流団体との連携強化の必要性などが高まっていくと考えられます。

このような課題に対して、各課、あるいは、学校において、主体的な取り組みが進んできてい

るとともに、国際交流団体との連携も更なる強化を見せてきています。

「国際化の現況」では、今後も、あらゆる国籍、文化を持つ市民や、訪問者が交流できる、国

際化指針に掲げた理念「多様な文化と人がともに支え創造するまち・浦安」の実現のため、各課

の取り組みの強化、そして、市と市民との連携の強化を図り、国際化施策の充実につなげるため、

国際化の現況を明らかにするものです。
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第２章 浦安市における国際交流推進

１．浦安市のまちづくり

浦安市は、昭和の中ごろまでは漁業を中心とした生活を営み、1955 年（昭和 30 年）の人口は、16,398

人（うち外国人は５人）でした。

昭和 40 年代になって、海面の埋め立てがはじまり、1969 年（昭和 44 年）に地下鉄東西線が開通、1988

年（昭和 63年）には JR京葉線が開通し、首都圏からの利便性の良さから、全国各地から人が集まり外国人

も多く居住しています。

2019 年（令和元年）12 月末の人口は、170,169 人であり、首都圏近郊の住宅都市として発展を遂げてい

ます。

２．舞浜アーバンリゾート

舞浜アーバンリゾートの核をなす東京ディズニーリゾートは、1983 年（昭和 58年）の開園以来来場者数

を着実に伸ばし、2017 年(平成 29 年)には累計入園者数が 7億人を突破しました。

1983 年に東京ディズニーランド、2001 年（平成 13 年）には東京ディズニーシーが開園し、ディズニー

リゾートを中心として、いくつものリゾートホテルが立ち並ぶ一大アーバンリゾートが形成され、浦安市の

イメージを大きく向上させています。

2018 年（平成 30 年）の東京ディズニーリゾートの入園者数は 3,255 万人を超え、その約 9.1％（約 312

万人）が海外からの来場者となっています。（参考データ：OLC GROUP ホームページ）

３．浦安市の外国人居住状況

2019 年（令和元年）12 月末の外国人居住者数は、4,196 人（浦安市の人口は 170,169 人）となっていま

す(人口比 2.47％)。また、国籍・地域数は 82 となっております。

2011 年(平成 23 年)３月に起きた東日本大震災や、平成 24 年７月の住民基本台帳法の一部改正などの影

響により、在住外国人数の減少が見られましたが、その後、増加傾向が見られます。
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●過去 10年間の外国人住民の推移（毎年 12月末時点）

●国籍別外国人住民の推移（82 カ国、4,196 人）（毎年 12 月末時点）

年度

2015年 中国 1,194 韓国・朝鮮 515 フィリピン 343 米国 212 ベトナム 188

2016年 中国 1,255 韓国・朝鮮 516 フィリピン 370 ベトナム 237 米国 204

2017年 中国 1,354 韓国・朝鮮 512 フィリピン 378 ベトナム 313 米国 209

2018年 中国 1,374 韓国・朝鮮 505 フィリピン 386 ベトナム 395 米国 192

2019年 中国 1,396 韓国・朝鮮 522 ベトナム 413 フィリピン 409 米国 174

1位 2位 3位 4位 5位
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４．市内の主な国際交流団体（UIFA、UFRA）

（１）浦安市国際交流協会（UIFA）

「いま、世界はお隣どうし」を合言葉に、市民主体の国際交流団体として、1987 年（昭和 62 年）に設立

されました。

設立以来、身近な生活の場において国際理解と国際親善を深め、平和な国際社会の実現と多文化が共生で

きる地域社会の創造に寄与することを目的として、日本語学習支援、姉妹都市交流、文化交流、地域国際化、

ホームステイ・ビジット、翻訳・通訳、外国語学習など多岐にわたった活動を続けています。

〔主な国際交流・協力活動実績〕

・語学講座（日本語学習支援教室、外国語学習講座）

・英語によるプレゼンテーション大会

・明海大学留学生及び在住外国人への日本文化紹介

・災害時外国人サポーター養成講座・海外からのホームステイ受け入れ

・車いすバスケットボール英国代表団来浦時の通訳 など

※ 外国人のための日本語学習支援教室について

浦安市国際交流協会(UIFA)では、市内在住・在勤・在学の外国人のために「生活に慣れるための日本語」

を教えるボランティアによる日本語教室を行っています。学習希望者の希望時間帯とボランティアの提供で

きる時間帯を考慮して組み合わせ、マンツーマンで日本語を教えており、現在、約 90 名の生徒と、ほぼ同

数のボランティアが参加しています。

●浦安市猫実１-12-38 集合事務所３F

受付曜日：月～金（土日祝は休） 午前 10時～午後４時（正午～午後１時は休）

[TEL] 047‐381‐5931 [FAX]047-381-8822

[URL] http://www.uifa-urayasu.jp

（２）浦安在住外国人会（UFRA）

浦安在住外国人会は、外国人同士の親睦と相互協力を深め、さまざまな事業を通じて市民とのコミュニケ

ーションを図る目的で、1986 年(昭和 61年)9 月に設立されました。

会員による各種講座をはじめ、異文化理解・チャリティ活動・春節など、年間をとおして各種事業を行い、

国籍を問わず市民間の交流をとおして、相互理解を深めています。

〔主な国際交流・協力活動実績〕

・語学クラス事業・カルチャーデイ・書道ワークショップ・英語による講演会

・チャリティー事業・アート作品展示会・月例ミーティング・外国語講座

・ニューズレター発行 など

●浦安市猫実１‐１‐１ 浦安市役所地域振興課内

受付曜日：月～金（土日祝は休） 午前８時 30分～午後５時

[TEL] 047‐712‐6247 [FAX] 047‐351‐8600

[URL] http://www.urayasufra.org
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５．浦安市国際センター

浦安市は行政、民間団体、関係機関、そして市民の参加と協力により浦安市の国際化を推進するため、国際セ

ンターを 2006 年（平成 18 年）４月に開設しました。外国人市民の日常生活を支援するとともに、国際交流・協

力に関する情報提供・発信の場、さらに相互交流の場となる拠点として、市民の幅広いネットワークづくりを支

援していきます。

● 運営方針

・市内在住外国人の日本語学習の場の提供（日常生活の支援）

・語学研修を通して国際交流のきっかけとなる語学能力を習得する場の提供

・日本人市民と外国人市民の相互交流及び情報交換ができる場

・外国人市民、浦安市を訪れる外国人に対し、行政・生活情報などの情報提供の場

● 施設紹介

・展示スペース：姉妹都市であるオーランド市からの記念品等が展示してあるほか、月替わりで常時国別展示

と全世界に共通した現状や課題のパネル展示をしている。

・窓口・情報コーナー：外国人市民に行政・生活・地域情報の提供をし、暮らしやすい環境づくりを支援して

いる。また、センター内施設の予約や国際交流・協力に関する相談も受け付けている。

・交流サロン：国際交流・協力に関する情報として各国の新聞や雑誌の閲覧が可能。

・ミーティングルーム：国際交流･協力団体の少人数の打ち合わせに利用可能。

（予約優先・無料）

・研修室：国際交流・協力団体の活動場所として活用可能。

定員は１部屋 30 名、２部屋同時利用で最大 60 名。（登録の上、要予約・有料）

・調理室：研修室と合せて利用でき、国際交流・協力団体の料理を通じての交流会などに利用可能。

● 浦安市入船１‐２‐１ 新浦安駅前プラザマーレ２階

開館日：日～土 午前９時～午後９時

休館日：祝日、12月 29 日～１月３日

[TEL] 047‐306‐5181

[FAX] 047‐306‐5182

[E-mail] mail@urayasu-ic.jp

[URL] http://www.urayasu-ic.jp
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６．姉妹都市オーランド市

浦安市は、平成元年（1989 年）10 月 23 日にアメリカ合衆国フロリダ州オーランド市と姉妹都市協定を締結し

ました。

以降、市民交流・青少年交流・スポーツ交流・文化交流など様々な分野での交流が行われ、市民間の異文化理

解に貢献しています。

●提携までの経緯

1987 年（昭和 62 年）７月 ：姉妹都市選定委託。市長より浦安市国際交流協会(UIFA)に依頼。以後、UIFA

の都市交流委員会を中心に姉妹都市候補の調査、情報収集を行う。

1988 年（昭和 63 年）２月 13日 ：姉妹都市選定報告を市長に提出。以後視察等が活発に

1989 年（平成元年）４月８日 ：浦安市において覚書を交換

1989 年（平成元年）６月 20 日 ：第２回定例議会で提携議案可決

1989 年（平成元年）10月 23 日 ：オーランド市で提携調印式

1990 年（平成２年）１月 27 日 ：浦安市で提携調印式

３.選考方法と選定理由

● 選考方法

浦安市国際交流協会 都市交流委員会が、広報などを通して市民から情報収集をし、候補を６都市に絞る。そ

の都市を選考基準を基に点数を出し、ウォロンゴン（オーストラリア）、アレキサンドリア（アメリカ）、オーラ

ンド（アメリカ）、メンフィス（アメリカ）の４市に絞り、その中で最も得点の高かったオーランドを姉妹都市

の第 1候補に決定した。
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● 選考基準

(1) 都市の人口と広さ (9) 市民の勤勉度・協力度

(2) 地理的類似 (10) 言語のコミュニケーション

(3) 近郊大都市のベッドタウン (11) 都市の治安度・政治の安定度

(4) 新旧の入り交じった都市 (12) 日本に対する興味

(5) レジャー観光都市 (13) 日本からの訪問のしやすさ

(6) 政治・産業のつながり／類似性 (14) 気候と風土

(7) 文化・スポーツの活発度 (15) 日本の他の都市と姉妹都市提携を

(8) 教育レベルの高さ 結んでいないこと

● 両市の共通点

・急成長都市

・人口の伸びが急速

・新しい住民が多い

・住民の平均年令が若い

・ディズニーによる活性化が著しい

●オーランド市の概要

・国 ・ 州：アメリカ合衆国フロリダ州

・気 候：亜熱帯性気候で、温暖・湿潤。年間を通して、気温も湿度もかなり高く、午後の夕立が名物。

・年 平 均 気 温：約 22℃

・面 積：295.3 ㎢ 

・人 口：297,982 人（2019 年 7 月末）

・主 要 産 業：柑橘類栽培、ハイテク･コンベンション、映画・テレビ、観光、ヘルスケア、スポーツ産業

など

・観光スポット：マジック･キングダム、エプコットセンター、ディズニー･MGM･スタジオ、シー･ワールド、

ユニバーサルスタジオ･フロリダなど

・日本からの距離：成田からジェット旅客機で 16～19 時間（但し途中で１回乗り継ぎ）

・日本との時差 ：夏時間で-13 時間、冬時間で-14 時間

●オーランド市の特徴と魅力

どこまでも広がる美しい緑と湖の大地を持つオーランド。アメリカ国内でも群を抜く急成長都市であり、世界

有数の観光都市でもある。「City Beautiful（美しいまち）」を合言葉に、さまざまな環境保全・自然保護プログ

ラムに取り組んでいる。
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●オーランド市との主な交流事業

（1）浦安市青少年海外派遣事業

平成２年度から市内の中・高校生をオーランド市へ派遣しています。（平成 26 年度より高校生のみ）この事

業では、現地でホームステイをしながら、授業体験や教育機関見学を行い、オーランドの市民や青少年と交流

を図っています。海外で直接異文化に触れることで、青少年の国際理解のきっかけづくりを支援しています。

また、オーランド高校生も浦安へ来日し、浦安の家庭にホームステイをしながら、地元高校や浦安市民との

交流を深めています。

（2）オーランド市とのマラソン交流

平成３年度から、両市で行われているマラソン大会に相互に市民が参加し交流を深めています。特に浦安ラ

ンナーズクラブとオーランドランナーズクラブが中心となり、市民間の交流を続けています。

（3）姉妹都市市民派遣事業「友好の翼」

平成３年度からオーランド市へ浦安市民を派遣し、オーランド市への表敬訪問や現地高校生との交流などを

通し、両市の友好関係を確認し、両市民間の異文化理解を深めている。実施に当たっては、浦安市国際交流協

会が企画・運営を行っています。
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●姉妹都市提携 30周年記念事業

浦安市での姉妹都市提携 30 周年記念イベント

日程：令和元年 11 月 24 日

場所：文化会館小ホール

両市のこれまでの交流の映像での振り返り、記念品の贈呈を行いました。また、浦安お洒落や浦安囃子

を披露し、猫実五丁目会とオーランド市のドクターフィリップス高校の生徒が一緒に神輿を担ぐ場面では、

会場に手拍子と「前だ！」の掛け声が響きました。

オーランド市での姉妹都市提携 30 周年記念式典

日程：令和２年２月５日

場所：オーランド市庁舎

内田市長とオーランド市のバディ・ダイヤー市長が両市を代表し、これまでの両市の活発な交流を称え

るとともに、今後いっそう親善交流を協会することを約した調印書に署名しました。

式には平田在マイアミ総領事、浦安市からの姉妹都市市民派遣団やオーランド市の姉妹都市関係者を中

心に、総勢 80 人以上の方が出席しました。

また、オーランド太鼓道場の方々による和太鼓演奏も行われ、30 周年を祝福する盛大なレセプションと

なりました。
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第３章 国際化指針改訂版

１．策定の趣旨

「浦安市国際化指針」は「浦安市基本構想」で掲げた都市像のひとつである「創造と交流で築く市民文化都

市」を目指して 2001 年に策定されました。

しかし策定から 10年が経過し、その間に国内外をめぐる状況は変化してきました。

少子高齢化が進展し、総人口が減少する時代を迎え、経済のグローバル化を背景とした外国人労働者の増加と

定住化等が顕在化してきました。

外国人も生活者として地域に受け入れ、日本人も外国人も、すべての市民がともに快適に暮せる社会を目指

して、今後 10年間の方向性を示した「浦安市国際化指針」を策定しました。

２．計画期間

平成 23 年度（2011 年度）から平成 32年度（2020 年度）までの 10年間

３．指針の基本理念

「多様な文化と人がともに支え創造するまち・浦安」

施策の柱１ コミュニケーション支援

施策の柱２ 生活支援

施策の柱３ 多文化共生の地域づくり

施策の柱４ 国際都市としての魅力あるまちづくり

浦安には、暮らしやすく、「愛着」と「親しみ」を持って住み続けたい快適さがあります。一方、日本に

来てから、あるいは浦安市に住み始めてからの期間が短い外国市民では、日常生活に苦労していることが伺

えます。外国人市民に限らず日本人でも、生まれ育ってきた環境や文化的な背景は多種多様です。

今回策定した浦安市国際化指針は、2001 年に策定した指針の施策の方向性を継承し、これからの時代の

動向に即した内容を検討し、「多様な文化と人がともに支え創造するまち・浦安」の基本理念のもと、「コミ

ュニケーション支援」「生活支援」「多文化共生の地域づくり」「国際都市としての魅力あるまちづくり」の

4 つの施策の柱を立て、今後 10 年間の国際化施策を総合的・計画的に推進していきます。
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４．施策の体系図

施策の柱 １

コミュニケーション支援

施策の方向 具体的施策

1-1 地域における情報の多言語化

1-2 日本語及び日本社会に関する

学習支援

1-1-1 多様な言語、多様なメディアによる

行政情報、生活情報の提供

1-1-2 外国人市民の生活相談のための窓口の設置

1-1-3 外国人市民の人材活用

1-1-4 図書館の外国語書籍の充実

1-1-5 標示の多言語化、わかりやすい日本語表記の

推進

1-2-1 日本語学習支援の実施

1-2-2 日本文化及び浦安の歴史・文化を知る機会の

提供

生 活 支 援

施策の方向 具体的施策

施策の柱 ２

2-1-1 情報提供による居住支援

2-2-1 小・中学校についての情報提供

2-2-5 保育園・幼稚園についての情報提供

2-2-3 外国人児童、生徒及び保護者が利用しやすい

相談体制の充実

2-2-2 外国人児童及び生徒への日本語の学習支援

2-2-4 多文化共生の視点に立った国際理解教育の推進

2-3-1 ハローワーク等との連携による就業支援

2-3-2 商工会議所等との連携による相談や起業支援の

体制づくり

2-4-1 外国語対応可能な病院・薬局に関する情報提供

2-4-2 医療通訳者派遣制度の検討

2-5-1 外国人市民への防災・防犯意識の啓発

2-5-2 災害時の通訳ボランティア派遣体制の確立

2-5-3 災害時の外国人への効果的な情報伝達手段の

検討

2-6-1 より専門性の高い相談体制の整備と人材育成

2-6-2 留学生への支援

2-6-3 緊急時の対応

2-1 居 住

2-2 教 育

2-3 労働環境

2-4 医 療

2-5 防災・防犯

2-6 その他
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3-1 地域社会に対する意識啓発

3-2 外国人市民の自立と社会参画

3-1-3 人権や男女共同参画への対応

3-1-2 市職員への多文化共生についての意識啓発

3-1-1 地域住民等に対する多文化共生の啓発

3-1-4 国際交流・協力をテーマにした交流イベントの

開催

3-2-1 外国人市民の意見を地域の施策に反映させる

仕組づくり

3-2-2 外国人市民の地域社会への参画

施策の柱 ３

多文化共生の地域づくり

施策の方向 具体的施策

4-1 国際的視野の醸成 4-1-1 国際感覚に富んだ青少年の育成

4-1-2 スポーツを通した市民の国際意識の高揚

4-1-4 国際観光都市への成長と地域活性化

4-1-3 市民主体の姉妹都市交流の推進

4-2-3 浦安在住外国人会への支援

4-2-1 国際センターを拠点とした国際交流・協力事業

の発信

4-2-4 多文化共生・国際交流などを目的とする

市民団体への支援

4-2 国際交流・協力活動への支援

4-2-2 浦安市国際交流協会への支援

施策の柱 ４

施策の方向 具体的施策

国際都市としての魅力あるまちづくり
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第４章 国際化施策の実施状況 ※令和２年３月末時点

施策の柱１ コミュニケーション支援

日本に来てから期間の短い外国人の中には、日本語の会話や読み書きに苦労している方がいます。また、日本

の生活慣習や文化にも慣れていません。日本人とのつきあいでは、主に日本語や日本の習慣・文化を学びたいと

望んでいます。

日本語の不自由な外国人が日々の暮しの中で様々な情報が得られるように、公的な施設の案内表示や刊行物・

パンフレットなどの多言語化の充実を図ります。また、日常生活で必要な医療・保健、子育てなどの情報を日本

語だけでなく外国語で提供し、生活におけるコミュニケーションを支援します。

外国人が地域社会になじみ、社会参加を促すために、日本語学習及び日本文化や浦安の歴史・文化に触れる機

会を設けます。

施策の方向 1-1 地域における情報の多言語化

1-1-1 多様な言語、多様なメディアによる行政情報、生活情報の提供

税、保健、福祉をはじめとした、住民への行政サービスや住民の義務、その他イベントなどの生活情報につい

て、多言語にて情報提供を行います。また、周知方法について、より効果的な方法を検討します。

所管
②刊行・作成・

改訂年月
③対応言語 ④内容・活用方法 ⑤配布・設置場所

危機管理課
平成26年度より、既存

のものを更新中
英・中・韓・日

災害時の避難場所を外国人に周知するために設置し
ている。

市内各所

危機管理課
平成25年度より、既存

のものを更新中
英・中・韓・日

災害時の避難場所を外国人に周知するために設置し
ている。

市内各所

危機管理課 令和元年７月 英・日
水害時（内水氾濫）の避難場所や水害予測図等を日
本語・英語表記した水害ハザードマップを作成し市
民に配布している。

危機管理課
各行政サービスセンター

広聴広報課
平成9年5月1日号～

毎月1日発行
英

【内容】
市からのお知らせを中心に外国人向けの情報を掲載
し、毎月1日に発行。
【活用方法】
日刊英字紙（ジャパンタイムズ、デイリーヨミウリ）に折
り込んで配布しているほか、広聴広報課や地域振興
課などでも配布。

広聴広報課
地域振興課

各駅前行政サービスセンター

各公民館
国際センター

市ホームページ など

広聴広報課 平成29年12月発行 英・日

【内容】
市内の公共施設、病院など各種施設を掲載した市内
地図。
【活用方法】
転入者にまちを知る手助けにしてもらうため、転入届
の手続き時に無料で配布。また、新しい地図の希望
者が多いため、平成10年8月3日から有料頒布を開
始した。

広聴広報課
市民課

（日曜開庁時のみ）

各駅前行政サービスセンター

情報公開室

広聴広報課 平成30年6月発行 英・日

【内容】
浦安市を紹介した冊子
【活用方法】
視察対応など、対外的に本市の魅力を訴えかけられ
る資料として配布。

広聴広報課

広聴広報課 平成27年2月改訂
英・中・韓・日・
西・葡・独・仏・

タガログ

【内容】
８つの言語に対応した市公式ホームページ。
【活用方法】
インターネット自動翻訳サービス「J-SERVERプロ
フェッショナル」の機械翻訳を利用して、8つの言語に
翻訳する。

市ホームページ

避難場所誘導版

浦安市水害ハザードマップ

City News うらやす

浦安市案内図

浦安市市勢要覧2018

浦安市公式ホームページ

①刊行物等名称

避難場所標示板

刊行物等発行状況
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刊行物等発行状況（続き）

所管
②刊行・作成・

改訂年月
③対応言語 ④内容・活用方法 ⑤配布・設置場所

男女共同参画
センター

平成29年7月作成 英・中・韓・日

【内容】
男女共同参画センター≪ルピナス≫の行う内容をまと
め、多言語で表記した案内用リーフレット
【活用方法】
男女共同参画センター窓口で配布している。

男女共同参画センター

財産管理課
平成28年６月
庁舎建設時

英
庁舎内の案内、窓口、各執務室等の表示を英語表
記としている。

庁舎内の案内板
各執務室の表示板

市民税課
平成29年４月作成
令和２年２月改訂

英

【内容】
日本語で作成された申請書・証明書の項目、申請方
法等を案内する英訳文。
・市税証明申請書 ・委任状 ・課税年度の説明
・課税証明の項目の対訳 ・市川税務署案内
・市税証明書の取得方法の説明（ホームページ掲載
内容の対訳）
【活用方法】
申請の際の案内として、また、外国の機関に証明を提
出する際の補助資料として、希望者に配布している。

市民税課

地域振興課
平成22年3月刊行
平成28年3月改訂

英・中・韓・日

【内容】
市役所の行う業務や生活情報をまとめ、多言語で表
記したガイドブック。
【活用方法】
市民課で、市に転入する外国人全員に配布するとと
もに、地域振興課で配布している。

市民課
地域振興課

市ホームページ

地域振興課

昭和61年作成
以後適宜改訂
※最新の改訂は
平成29年6月

英・中・韓・日

【内容】
浦安在住外国人会（UFRA)への加入を促進するた
め、UFRAの紹介と入会手続きを多言語で表記した
パンフレットを作成し配布している。
【活用方法】
地域振興課窓口で配布している他、ＵＦＲＡ主催イベ
ント時など在住外国人が多く集まる機会において配
布している。

市民課
地域振興課

地域振興課
平成18年作成
以後適宜改訂

英・日

【内容】
国際センターの設置目的、事業概要、施設利用方法
などを表記したパンフレット。
【活用方法】
国際センターと地域振興課で配布している。

地域振興課
国際センター

市民安全課 平成20年6月作成 英

【内容】
浦安在住外国人のため自転車安全利用五則を英語
で表記したチラシ
【活用方法】
市民安全課窓口で配布している。

市民安全課

商工観光課 平成30年3月発行 英・日

【内容】
市内の観光施設、公共施設や交通情報等を日英版
で記したガイドマップ。
【活用方法】
市役所や観光案内所といった公共施設のみならず、
乗降客数の多い舞浜駅構内や市内ホテルにも設置し
ている。

商工観光課
市ホームページ
市内公共施設等

こども課
平成24年４月作成
平成29年5月改訂

英・中・日

【内容】
児童手当の申請の案内を周知するため、制度内容及
び申請方法を記した案内
【活用方法】
こども課の窓口で配布している。

こども課

こども課
平成24年４月作成
平成29年7月改訂

英・中・日

【内容】
子ども医療費助成制度の案内を周知するため、制度
内容及び申請方法を記した案内
【活用方法】
こども課の窓口で配布している。

こども課

こども課 平成30年３月作成 英・中・日

【内容】
児童扶養手当の案内を周知するため、制度内容及
び申請方法を記した案内
【活用方法】
こども課の窓口で配布している。

こども課

国際センターパンフレット

①刊行物等名称

自転車安全利用五則

浦安ガイドマップ

児童手当等のご案内

子ども医療費助成のご案内

児童扶養手当のご案内

男女共同参画センター
≪ルピナス≫

案内リーフレット

庁舎内案内板（サイン）
各執務室の表示板

市税証明申請書等

多言語市民生活
ガイドブック

浦安在住外国人会（UFRA）
パンフレット
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刊行物等発行状況（続き）

所管
②刊行・作成・

改訂年月
③対応言語 ④内容・活用方法 ⑤配布・設置場所

こども課 平成30年３月作成 英・中・日

【内容】
ひとり親家庭等医療費等助成制度の案内を周知する
ため、制度内容及び申請方法を記した案内
【活用方法】
こども課の窓口で配布している。

こども課

こども課 平成30年３月作成 英・中・日

【内容】
ひとり親家庭住宅手当制度の案内を周知するため、
制度内容及び申請方法を記した案内
【活用方法】
こども課の窓口で配布している。

こども課

こども課 平成30年３月作成 英・中・日

【内容】
ひとり親家庭支援制度の案内を周知するため、制度
内容及び申請方法を記した案内
【活用方法】
こども課の窓口で配布している。

こども課

保育幼稚園課 平成28年４月 英・中・日

【内容】
保育幼稚園課の窓口で、保育所の申請の際に保育
所の概要の説明に使用している。
【活用方法】
保育園の入園申請の際に活用している。

保育幼稚園課

保育幼稚園課 平成28年４月 英・中・日

【内容】
保育所の申請の際に必要な就労就労証明書
【活用方法】
保育園の入園申請の際に活用している。

保育幼稚園課

保育幼稚園課 平成28年４月 英・中・日

【内容】
保育所の申請の際に必要な重要事項確認書
【活用方法】
保育園の入園申請の際に活用している。

保育幼稚園課

母子保健課

平成6年9月刊行
以後適宜改訂
※最新の改訂は
平成31年3月

英・中・韓・日・タ
ガログ語

【内容】
子どもの予防接種に関する説明等、多言語で表記し
たガイドブック。公益財団法人予防接種リサーチセン
ターが作成したものをダウンロードしている。
【活用方法】
母子保健課で配布している。

母子保健課

母子保健課 平成30年4月作成 英

【内容】
妊婦や2歳未満の子どもがいる世帯に子育てケアプラ
ン作成を周知するため、事業内容及び対象、受付時
間・場所などを記した案内
【活用方法】
母子保健課、こども課の窓口で配布している。

母子保健課、こども課

国保年金課 令和元年6月改訂
英・中・韓・日・ス
ペイン語・ポルト

ガル語

【内容】
国民健康保険制度の加入資格や各種届出、給付、
保険税についてのガイドブック（３か月を超えて日本
に滞在すると認められた外国籍の人は国民健康保険
に加入しなければならないため）
【活用方法】
外国人が国民健康保険に加入する場合に配布し、
説明を行っている。

国保年金課

環境保全課 平成26年度設置 英・日
三番瀬の活用方法やルールなど三番瀬への理念を
市民団体等と協働で作成し、三番瀬緑道へ看板を設
置している。

日の出三番瀬沿い緑道

ひとり親家庭等医療費等助成
のご案内

ひとり親家庭住宅手当の
ご案内

①刊行物等名称

国民健康保険の手引き

三番瀬理念看板

ひとり親家庭のしおり

保育所の入所案内概要

就労証明書

重要事項確認書

予防接種と子どもの健康

子育てケアプラン作成の
ご案内



17

刊行物等発行状況（続き）

その他

所管
②刊行・作成・

改訂年月
③対応言語 ④内容・活用方法 ⑤配布・設置場所

ごみゼロ課 平成27年３月改訂 英・中・韓・日

【内容】
浦安市のごみと資源物の分け方出し方を多言語で表
記したリーフレット
【活用方法】
ごみゼロ課及び市民課窓口で配布している他、不適
正ごみ排出者（世帯）への啓発・周知用に配布してい
る。

ごみゼロ課
市民課

ごみゼロ課 平成30年12月改訂 英・日

【内容】
浦安市内で事業所を経営されている外国人へ周知
するために作成し配付する。
【活用方法】
ごみゼロ課窓口で配付する他、事業所へ訪問し配付
する。

ごみゼロ課

斎場 平成１７年作成 英・日

【内容】
斎場施設の案内を英語で、表記したガイドブック。
【活用方法】
斎場窓口で、希望者に配布。

斎場

都市計画課
令和2年４月１日

運用開始

日・英・韓・中
（誘導サインは一

部、日・英）

国内外からの来訪者を公共施設や観光スポットへ案
内するためのデジタルサイネージ及び誘導サイン

・デジタルサイネージ
浦安駅、新浦安駅、

舞浜駅
・誘導サイン
舞浜駅周辺

交通公園 平成17年7月 英・日
館内の案内や注意事項を日本語と英語で標示してい
る。

体験学習施設の諸室

郷土博物館
平成13年作成
令和２年改訂

英・中・韓・日

【内容】
郷土博物館のパンフレット。館内全体の案内を記載
している。
【活用方法】
博物館の受付で配布している。

郷土博物館

郷土博物館 平成31年1月刊行 英・日

【内容】
博物館の屋外展示場「浦安のまち」について、英語
による解説をするための文例集。
【活用方法】
博物館1階のミュージアムショップで販売している。

郷土博物館

郷土博物館 令和2年3月作成 英

【内容】
屋外展示場「浦安のまち」の英語による案内地図。
【活用方法】
博物館の屋外展示場で配布予定。

郷土博物館

中央図書館
平成13年2月刊行
令和2年3月改訂

英・中・韓・日

【内容】
図書館の利用案内を多言語で表記したもの。
【活用方法】
外国人の利用登録時に図書館で配布している。

中央図書館・各分館

いっしょに行こうよ

浦安市郷土博物館
屋外展示場

展示解説英語文例集

屋外展示場
英語リーフレット

多言語図書館利用案内

浦安市のごみと資源物の分け
方・出し方(リーフレット形式)

事業系指定ごみ袋の利用方
法リーフレット

浦安市斎場利用案内

多言語案内標識

①刊行物等名称

体験学習施設の諸室名称標
示及び注意事項

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

市民課 令和元年度
令和元年
8月より開始

外国人市民対応時に、通訳オペレー
ターがタブレット画面を通して、リアルタイ
ムに通訳するサービス。日本語が話せな
い外国人来庁者が安心して手続きが行
えるように、日曜開庁を含めた窓口開設
時間に対応している。

【対応言語】
英語、中国語、ベトナム語、フィリピン
語、韓国語、タイ語、ネパール語、ポルト
ガル語、スペイン語、ヒンディー語、インド
ネシア語、フランス語、ロシア語
※インドネシア語、フランス語、ロシア語
は、日曜日は不可

対応日及び対応時間
日曜日から金曜日(休日、祝日、年末年
始を除く）午前８時30分から午後５時00
分まで
設置場所
市民課窓口 ２台

①事業又は業務名

テレビde通訳
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1-1-2 外国人市民の生活相談のための窓口の設置

現在設置されている外国人相談窓口を今後も継続し、より効果的なあり方を模索していきます。また、各課と

の連携を強化し、相談窓口やパンフレットなどにて多言語対応の充実を図ります。

1-1-3 外国人市民の人材活用

地域の実情を知る在住外国人を活用し、外国人市民の地域生活での問題の理解に努めます。

1-1-4 図書館の外国語書籍の充実

市民のニーズを捉えながら、今後も引き続き外国語書籍の充実を図ります。

1-1-5 標示の多言語化、わかりやすい日本語表記の推進

案内標示のローマ字表記などを行ってきましたが、今後も引き続き、使用言語や標示対象の基準の作成を視野

に、庁内での統一を図ります。

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

平成30年度

年間相談件数：514件
相談の主な分野：
医療、保険、語学講座、出入国、
税、雇用等

相談の主な国籍：
米国、中国、フィリピン

令和元年度 相談件数：500件

①事業又は業務名

地域振興課 外国人相談窓口 通年

在住外国人にも住みやすいまちづくりを
推進するために、外国人市民に対し、地

域振興課に設置した「外国人相談窓口」
において、外国人アドバイザーが生活情
報の提供や、生活に関する相談に対応し
ている。
【対応言語（７言語）】
英語、中国語、フランス語、ポーランド
語、ロシア語、スペイン語、日本語
【窓口体制】
各日1人配置
月・火 英語、フランス語、ポーラン語、

ロシア語
水・木 英語、スペイン語
金 英語、中国語
午前10時～午後4時（正午～午後1時

を除く）

※平成元年度に開設し、現在まで継続し
ている。

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

都市計画課 平成29年度～ 通年

本市の公共サインについては、デザイン
や情報表現等が統一されておらず、わか
りにくいものであった。また、本市は国内
外からの来訪者が多く、今後さらなる増
加が見込まれることから、誰もがわかりや

すい公共サインを整備するための指針と
なる「浦安市公共サインガイドライン」を策
定し、デジタルサイネージを含めた公共
サインの整備を進めていく。

【対応言語】
デジタルサイネージ：英語 韓国語 中
国語（簡体字）
誘導サイン ：英語 （一部 韓国
語及び中国語）

・平成29年度
現況調査

・平成30年度
「浦安市公共サインガイドライン」及び
「浦安市鉄道駅周辺公共サイン整備計
画」の策定

・平成31年度～
浦安駅、舞浜駅、新浦安駅周辺のサイ
ン整備

公共サイン整備事業

①事業又は業務名
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施策の方向 1-2 日本語及び日本社会に関する学習支援

1-2-1 日本語学習支援の実施

今後も引き続き日本語学習支援教室の充実を図るとともに、クラスレベルなどについても検討を行います。

1-2-2 日本文化及び浦安の歴史・文化を知る機会の提供

外国人を含めた様々な人へ日本文化や浦安の歴史・文化を知る機会を提供し、異文化理解に努めます。
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施策の柱２ 生活支援

アンケート調査では、浦安市の生活にはほとんどの外国人は満足しているという結果が示されています。し

かし、日本語が不自由な外国人にとっては、日常生活では不便なことも見受けられます。仕事を探すこと、病

気になったときの病状の説明、子育て・教育、部屋探しなどでは不便を感じている方も少なくありません。特

に日本に来てから日の浅い外国人では生活に不慣れなことから支援していくことが求められます。

これら生活支援という観点から、居住、教育、労働環境、医療、防災などについての施策の方向性を定め、支

援を進めていきます。

施策の方向 2-1 居住

2-1-1 情報提供による居住支援

「浦安市住生活基本計画」に基づき、外国人を含めた住宅セーフティーネットの対策を進めていきます。また、

国が推進している「あんしん賃貸支援事業」に取り組むなど、外国人への住宅情報の提供に努めます。

施策の方向 2-2 教育

2-2-1 小・中学校についての情報提供

外国人保護者に対し多言語での情報提供を図ります。また、入学・転入後に起こる文化や制度の違いによる問

題をできるだけ解消するために、学校の制度について入学や転入前に事前説明や相談のできる機会の提供を図り

ます。

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

平成30年度
平成31年度 新小１（25人）

新中１（20人）
※主な国籍：中国、韓国、スリランカ

令和元年度
令和2年度 新小１（２７人）

新中１（２１人）
※主な国籍：中国、韓国、スリランカ

平成30年度

（日本語指導支援）市立北部小学校等
日本語指導員派遣校に保護者あて文
書（中国語）の翻訳支援について周知を
図った。
（英語教育における教員の指導力向
上）
明海大学教授を講師として招へいし、小
学校の外国語教育について研修会を実
施した。

令和元年度

（英語教育における教員の指導力向
上）
明海大学教授を講師として招へいし、小
学校の外国語教育について研修会を実
施した。

学務課 小中学校入学意思確認
入学年度の

前年（9月頃）

日本の小中学校への入学意思を確認
し、入学希望がある外国人には、就学時
健康診断（入学説明会）など入学に関す
る情報提供をしている。

①事業又は業務名

浦安市教育委員会と明海大学との間で、
広く市民、児童及び生徒のための教育活
動の振興に寄与することを目的に、連携
協定を締結している。

【連携協力事項】※抜粋
・小・中学校における教科としての英語、
外国語活動の充実及び支援に関するこ
と

・日本語指導を必要とする児童・生徒・保
護者等への指導及び支援に関すること

通年指導課 明海大学との連携
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2-2-2 外国人児童及び生徒への日本語の学習支援

日本語の不自由な外国人児童及び生徒に対し、今後も引き続き日本語指導員による日本語支援を行います。

2-2-3 外国人児童、生徒及び保護者が利用しやすい相談体制の充実

外国人相談窓口で随時相談を受け付けるほか、学校については、スクールライフカウンセラーによる学校内で

の相談の場、また、未就学児については、地域子育て支援センター(保育園)や子育てすこやか広場(幼稚園)での

相談の場において、国際交流担当課と連携し、外国人児童・生徒・保護者が気兼ねなく利用できる体制作りを図

ります。

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

平成30年度

5月～10月の派遣実績
対象児童 30名 対象生徒 4名
派遣校
小学校11校（浦安・南・北部・

美浜南・舞浜・明海・
高洲・日の出南・
高洲北・東野・入船）

中学校3校（浦安・堀江・日の出）
指導員 9名
派遣日数 410日（計1,316時間）
派遣 1回2時間目安

令和元年度

5月～1月の派遣実績
対象児童 ３４名 対象生徒 ４名
派遣校
小学校１２校（浦安・南・北部・美浜南・

舞浜・美浜北・日の出・明海
高洲・日の出南・高洲北・入船）

中学校 ３校（浦安・堀江・入船）
指導員 １０名
派遣日数 625日（2,019時間）
派遣 １回２時間目安

指導課 日本語指導員派遣

①事業又は業務名

諸外国から編入学し、日本語教育が必
要な児童生徒に対して、日本語指導員を

派遣することで、日本語の習得をはじめ、
学校生活への適応や、心理的な不安の
解消を図ることを目的としている。

事業の対象及び内容については、日本
語指導員派遣要項に基づき、学校長の
依頼により、各学校の日本語指導を必要
としている児童生徒に対し、日本語指導

を行っている。また、学期に１度、担当が
派遣指導の様子を参観し、児童生徒の
日本語能力を把握し、日本語指導の必
要性を確認している。

通年

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

平成30年度

令和元年度

平成30年度
年間総相談件数
小学校 6,347件
中学校 4,391件

令和元年度
２学期末までの学期相談件数
小学校 6,884件
中学校 2,849件

保育園・幼稚園・認定こ
ども園等での受け入れ

通年

保育園、幼稚園、認定こども園等におい
て、日本語による意思疎通を図りにくい幼
児を受け入れた場合には、一人一人の
実態を把握し、指導内容の工夫を行うとと
もに、全教職員で共通理解を深め、園児
や保護者とかかわる体制を整える。

スクールライフカウンセ
ラー配置事業

指導課

①事業又は業務名

通年

非常勤一般職員「スクールライフカウンセ
ラー」を雇用し、市立小中学校に週４日
配置する。スクールライフカウンセラー
は、児童生徒の精神的な悩みを発見し、
または精神的な悩みの相談を受け、その
解消のための適切な援助・助言を行う。

保育幼稚園課
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2-2-4 多文化共生の視点に立った国際理解教育の推進

小・中学校へ ALT を派遣し、国際理解教育も兼ねた授業を展開しています。また、教育ビジョンでも異文化理

解を推進しており、今後も継続して国際理解教育を進めていきます。

2-2-5 保育園・幼稚園についての情報提供

外国人保護者への制度の周知を図るため、多言語での情報提供を図ります。

施策の方向 2-3 労働環境

2-3-1 ハローワーク等との連携による就業支援

外国人にも就業機会を提供するため、今後もハローワーク等と連携していきます。

2-3-2 商工会議所等との連携による相談や起業支援の体制づくり

商工会議所等と連携し、外国人に対しての経営相談、起業支援を行っていきます。

施策の方向 2-4 医療

2-4-1 外国語対応可能な病院・薬局に関する情報提供

市内医師会及び薬剤師会などと連携し、外国語対応可能な病院や薬局の情報提供を図ります。

2-4-2 医療通訳者派遣制度の検討

「医療通訳」は、命にかかわる大切な業務であるとともに、守秘義務、誤訳による医療過誤など繊細さかつ重

責を伴う業務であるがために、制度としてはまだまだ不十分なのが現状です。今後、専門性を求められる医療通

訳者の育成や、派遣制度の可能性について検討していきます。

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

平成30年度

実施時期 4月～3月

派遣日数 170日

派遣校 小学校 全17校 中学校 全 9校

派遣人数 23名 小学校14名 （兼務有）

中学校 9名

令和元年度

実施時期 4月～3月

派遣日数 170日

派遣校 小学校 全17校 中学校 全 9校

派遣人数 23名 小学校14名 （兼務有）
中学校 9名

指導課

①事業又は業務名

浦安市外国語指導助手
派遣業務 通年

昭和54年度より、小・中学校の外国語教
育及び国際理解教育の充実・推進を図る
ことを目的とし、市立小・中学校にALT
（外国語指導助手）を派遣している。
小学校では、1年生から6年生までの外国
語活動を、中学校では英語活動の指導
助手として授業をサポートしている。
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施策の方向 2-5 防災・防犯

2-5-1 外国人市民への防災・防犯意識の啓発

日頃から外国人市民に対し、防災訓練への参加や防災・防犯情報の提供など、防災・防犯意識の啓発を進めて

いきます。

2-5-2 災害時の通訳ボランティア派遣体制の確立

浦安市地域防災計画に基づき、災害時の各避難所への通訳ボランティア派遣についての体制を整えます。

2-5-3 災害時の外国人への効果的な情報伝達手段の検討

各避難所へ外国語表示シートの配備を引き続き進めていくほか、災害発生時の外国人への迅速かつ効果的な周

知方法を検討します。

施策の方向 2-6 その他

2-6-1 より専門性の高い相談体制の整備と人材育成

近年、生活相談のみに留まらず、法律分野や医療現場などでの専門性の高い通訳が求められる傾向にあること

から、相談体制の整備や人材育成などについて検討します。

2-6-2 留学生への支援

浦安市国際交流協会や浦安在住外国人会と連携し、日本文化の体験や、ホームビジットなどを通し、市民との

交流を一層図っていきます。

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

平成30年度 1月

開催日：平成31年1月20日・27日
場 所：市役所10階
参加者：
1月20日 日本人31名
1月27日 日本人34名、外国人11名

令和元年度 1月

開催日：令和2年1月19 日・26日
場 所：市役所10階

参加者：
1月19日 日本人31名
1月26日 日本人27名、外国人12名

地域振興課
災害時外国人サポー

ター養成講座
（UIFA・UFRAと共催）

災害時における外国人支援についての
講義や「災害多言語支援センター」の開
設・運営などの訓練を通じて、災害時に
外国人住民を支援するためのボランティ
アを養成するとともに、今後の関係者との
ネットワークづくりを進め、災害時への備

えの充実を図る。

①事業又は業務名
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2-6-3 緊急時の対応

消防への緊急通報時には多言語での音声ガイダンスで対応し、発信地を探知し現場に出動する指令を行う体制

を引き続き維持します。

②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

平成30年度
件数 浦安市内：３件
主な対応言語 ：英語

令和元年度
件数 浦安市内：６件
主な対応言語 ：英語

令和元年度 通年

令和元年４月より外国語翻訳ツール「ポケ
トーク」を導入し、外国人傷病者の主訴の
聴取や観察手技の説明と同意を得る事
等に対応しています。
【救急隊】各救急車に１台配置（予備車
除く）
対応言語は74言語
【体制】24時間対応

件数 21件
主な対応言語 ：中国語

ポーランド語
英語

①事業又は業務名

外国語翻訳ツール
「ポケトーク」による

傷病者対応

通訳コンシェル119

平成25年4月からの千葉北西部消防指
令センタ－共同運用開始時から共同指
令センターで通訳コンシェル119を導入し
ており、外国人からの119番通報に迅速
かつ的確に対応。
【119番通報受付】千葉北西部消防指令
センタ－
対応言語は、英語、中国語、韓国語、ス
ペイン語、ポルトガル語の5国語。
【体制】 24時間対応

通年



25

施策の柱３ 多文化共生の地域づくり

施策の柱としてあげた「コミュニケーション支援」や「生活支援」を効果的に進めていくためには、市民全体

の多文化共生に対する理解が重要となります。また、外国人市民との関わりを深めることは、異文化理解の向上

や地域社会の活性化にもつながります。外国人市民が地域の中で孤立することがないように、日本語などの支援

を行い、自立を促すとともに、地域社会への参画を進めていくことが必要となります。

さらに、アンケートにおいて国際化のための取り組みを聞いたところ、地域社会への外国人の参画や外国人と

の交流が必要であるとの回答も多くなっています。こうした関わりを深めることで、お互いの考え方、価値観、

生まれ育ってきた文化的背景などを理解する市民の増加と多文化共生の地域づくりを目指します。

施策の方向 3-1 地域社会に対する意識啓発

3-1-1 地域住民等に対する多文化共生の啓発

日本人が外国人と共生していくために、地域住民や企業を対象として多文化共生の啓発を進めていきます。

3-1-2 市職員への多文化共生についての意識啓発

本市の多文化共生を推進するために、市職員の理解が求められることから、市職員に対し多文化共生について

の研修を行います。

3-1-3 人権や男女共同参画への対応

浦安市人権施策指針及びうらやす男女共同参画プランに基づき、外国人に対しても、庁内だけでなく、関係機

関などと協力しながら対応していきます。

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

平成30年度 1月

時 期：平成31年1月17日
テーマ： 「多文化共生による地域づくり
の重要性」
対 象 ： 主任主事以下（各課１名以

上）
参加者数：58人
講 師 ：土井佳彦氏（多文化共生マ
ネージャー全国協議会 代表理事）、浦
安市職員（多文化共生マネージャー）

令和元年度 1月

時 期：令和2年1月27日
テーマ：「多文化共生による地域づくりの
重要性」
対 象 ：主任主事以下級（各課１名以
上）
参加者数：43人
講 師 ：土井佳彦氏（NPO法人多文
化共生リソースセンター東海 代表理
事）、浦安市職員

多文化共生研修
多文化共生によるまちづくりを推進する

ため、職員の多文化共生への意識を高
めるための研修を実施する。

①事業又は業務名
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3-1-4 国際交流・協力をテーマにした交流イベントの開催

市内の国際交流団体や国際センターなどを交え、交流イベントを開催し、市民へ広く国際交流・協力の意識啓

発を行います。

施策の方向 3-2 外国人市民の自立と社会参画

3-2-1 外国人市民の意見を地域の施策に反映させる仕組づくり

市民参加推進計画に基づき、外国人市民の審議会などへの参加を進めていきます。

3-2-2 外国人市民の地域社会への参画

自治会などを在住外国人へ周知し、日本人と同様に地域社会への参画を進めていきます。

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

平成30年度 6月
開催日 ：平成30年6月9日
場 所 ：市民プラザWave101

令和元年度 5月
開催日 ：令和元年5月18日、19日
場 所 ：①浦安公園

②境川周辺

①事業又は業務名

地域振興課 多文化共生フェア

地域でできる国際交流･協力について、
市民全体で考えていこうと、平成９年度よ
り開催している。
平成30年度は「環境フェア」と共同、令
和元年度は「カフェテラスin境川」「植木
まつり」「環境フェア」と共同し春まつりとし
て開催し、多文化共生について市民の
関心を高め、市民相互の連携協力や日
頃からの多文化共生のための行動を促
進した。
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施策の柱４ 国際都市としての魅力あるまちづくり

浦安市が外国人にも住みやすいまちづくりを進めていくために取り組むこととして、アンケート調査の結果

からは、外国人と気軽に交流できる機会を増やすことや海外の姉妹都市との交流が求められています。また、海

外の情報を得て国際的な視野をはぐくみ、諸外国に対する興味を持つことも必要と考えています。こうした意向

を踏まえ、国際交流を中心とした施策を進めます。

また、旧指針の成果として整備された浦安市国際センターは、認知度があまり高くないということがアンケー

ト調査の結果からわかります。しかし、開設から５年が経過し、利用者数は年々増加しています。今後は、浦安

市の国際化施策推進の拠点として、これまで以上に国際センターの利用を増やすための方策を検討します。

市には市が支援する浦安市国際交流協会と浦安在住外国人会があり、共に 20 年以上も浦安市の国際交流の活

性化に寄与してきました。市民との協働が求められるこれからの社会に向け、今後もこの２団体の重要性は大き

くなります。しかし、両団体の認知度は低いという結果がアンケート調査から示されており、今後市民に広く知

られる団体への成長が期待されます。

そのほか、次世代を担う青少年の国際感覚を豊かに育てるとともに、スポーツなどを活用した外国人との交流

機会を通して、市民全体の意識向上にも努めます。

さらに、2010(平成 22)年９月に浦安市は「国際会議観光都市」の認定を国から受けました。これを機に国際

相互理解を増進すると共に、観光産業をはじめとする地域の活性化を図ります。

施策の方向 4-1 国際的視野の醸成

4-1-1 国際感覚に富んだ青少年の育成

様々な文化や人との関わりを通して、差別や偏見のない国際感覚豊かな青少年の人材育成に努めます。

4-1-2 スポーツを通した市民の国際意識の高揚

スポーツを通し、様々な文化や人との関わりの中で、相互の異文化理解や国際意識の高揚を図ります。

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

平成30年度 3月

派遣期間：平成31年3月6日〜15日
参加者 ：市内在住の高校生10名
内 容 ：ホームステイ、高校授業参加、
公共施設見学等

令和元年度 3月

派遣期間：令和2年3月1日〜10日
※新型コロナウイルスの影響により延期
参加者 ：市内在住の高校生10名
内 容 ：ホームステイ、高校授業参加、
公共施設見学等

地域振興課 青少年海外派遣事業

姉妹都市交流事業の一環として本市在
住の高校生をオーランド市に派遣し、
ホームステイや高校の授業体験、公共施
設や教育機関の見学を行い、オーランド
の市民や青少年と交流等の体験をとおし
て、国際的な視野を広め、国際社会を担
うにふさわしい人間を育成するとともに、
親善大使として国際交流の促進を図る。

①事業又は業務名
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4-1-3 市民主体の姉妹都市交流の推進

今後も引き続き、市民主体の国際交流・協力活動を推進する中で、姉妹都市交流の推進を図ります。

4-1-4 国際観光都市への成長と地域活性化

国際会議などの開催やそれに伴う観光、交流の機会を充実させることを目的として、観光庁から国際会議観光

都市として認定されたことを契機に、テーマパーク、水辺や地域文化などの浦安固有の資源を生かし、国際会議

における関係者や、外国人を含めた観光客を浦安へ誘致し、地域の活性化を図ります。

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

平成30年度 3月

派遣期間：平成31年3月6日〜15日
参加者 ：市内在住の高校生10名
内 容 ：ホームステイ、高校授業参
加、公共施設見学等

令和元年度 3月

派遣期間：令和2年3月1日〜10日
※新型コロナウイルスの影響により延期
参加者 ：市内在住の高校生10名
内 容 ：ホームステイ、高校授業参
加、公共施設見学等

地域振興課 令和元年度 11月

姉妹都市提携から30周年の節目にあた
り、周年事業として、記念イベントを行うと
ともに、市及び浦安市国際交流協会を中
心に、姉妹都市交流の紹介や異文化理
解の重要性を周知し、広く市民に姉妹都
市及び国際理解について啓発する。

実施日：令和元年11月24日
場 所：文化会館小ホール
内 容：両市のこれまでの交流を映像で
振り返り、お洒落やお囃子、お神輿など
披露し、浦安文化の紹介を行った。

平成30年度 11月

受入期間：平成30年11月16日〜24日
参加者 ：Dr. Phillips高等学校 生徒
30名及び引率者5名
内 容 ：ホームステイ、市内小学校・
高等学校との交流、市内見学等

令和元年度 11月

受入期間：令和元年11月22日〜30日
参加者 ：Dr. Phillips高等学校 生徒
27名及び引率者4名
内 容 ：ホームステイ、市内小学校・
高等学校との交流、市内見学等

姉妹都市交流事業の一環として本市在
住の高校生をオーランド市に派遣し、
ホームステイや高校の授業体験、公共施
設や教育機関の見学を行い、オーランド
の市民や青少年と交流等の体験をとおし
て、国際的な視野を広め、国際社会を担
うにふさわしい人間を育成するとともに、
親善大使として国際交流の促進を図る。

地域振興課
オーランド高校生受入

れ事業

姉妹都市交流推進の一環として、オーラ
ンド市から高校生を受入れる。滞在中に
浦安市民との交流やホームステイ、学校
交流などを通して市民の姉妹都市交流
及び国際理解の促進を図る。

姉妹都市提携30周年記
念事業

①事業又は業務名

地域振興課
青少年海外派遣事業

【再掲】

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

平成30年度
市内ホテル、施設等
大型国際会議 ３件 650人参加
国際イベント 20件 4,140人参加

令和元年度
市内ホテル、施設等(10月まで)
大型国際会議 ６件 2,125人参加
国際イベント ９件 2,327人参加

①事業又は業務名

商工観光課
国際コンベンション誘致

事業
通年

市の知名度の向上と経済的・社会的波
及効果等が見込まれるMICE(国際コンベ
ンション)を、県と一体となって誘致するた
め、「ちば国際コンベンションビューロー」
および「日本政府観光局」に協賛し、誘
致をすすめている。
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施策の方向 4-2 国際交流・協力活動への支援

4-2-1 国際センターを拠点とした国際交流・協力事業の発信

国際センターをこれまで以上に市民に広く周知し、国際交流・協力活動の拠点として活用を図ります。

4-2-2 浦安市国際交流協会への支援

浦安市国際交流協会が中核となって国際交流・協力活動を推進していくために、市民との協働の観点からも、

市がその活動・運営を支援します。また、浦安市国際交流協会の認知度を高め、市民からの理解・協力が得られ

るような団体への成長を図ります。

4-2-3 浦安在住外国人会への支援

浦安在住外国人会への支援を今後も引き続き行い、在住外国人同士のネットワーク作りを進めていきます。

4-2-4 多文化共生・国際交流などを目的とする市民団体への支援

市全体の国際交流・協力の意識を高めるために、多文化共生・国際交流などを目的とする市民団体への支援に

努めます。

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要

※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況

※実施時期・場所・参加者等を含む

平成30年度

補助金額：460万円
＜主な事業＞

語学講座（日本語学習支援教室：14教
室、外国語学習講座：9言語21講座）
広報うらやす(やさしい日本語版)の作成
英語によるプレゼンテーション大会
明海大学留学生への日本文化紹介

令和元年度

補助金額：460万円
＜主な事業＞
語学講座（日本語学習支援教室：14教
室、外国語学習講座：9言語21講座）
広報うらやす(やさしい日本語版)の作成
英語によるプレゼンテーション大会

明海大学留学生への日本文化紹介
友好の翼（姉妹都市オーランド市への
市民派遣事業）
姉妹都市オーランド市高校生受け入れ

①事業又は業務名

地域振興課
浦安市国際交流協会

補助金
通年

市民による国際化を推進するため、浦安
市国際交流協会へ補助金を交付する。

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

平成30年度

令和元年度

指定管理により管理運営
＜主な事業＞

・研修室等の使用許可
・施設の維持管理
・自主事業
（国際理解講座、文化交流イベント、
英会話教室等）

①事業又は業務名

地域振興課
浦安市国際センターの

運営
通年

市民の国際交流及び国際協力に関する
情報提供並びに市民の相互交流を図る

ため、平成18年４月に設置した国際セン
ターの管理運営を行う。
なお、管理運営は指定管理者が行って

いる。

所管 ②実施年度 ③実施年月
④事業又は業務の概要
※目的・対象・内容等

⑤事業の実施状況
※実施時期・場所・参加者等を含む

平成30年度

令和元年度

補助金額：60万円
＜主な事業＞
語学クラス事業（３言語７クラス）
書道ワークショップ、英語による講演会
チャリティー事業、アート作品展示会等

①事業又は業務名

地域振興課
浦安在住外国人会補助

金
通年

在住外国人による相互扶助及び日本人
との交流を促進するため、浦安在住外国
人会へ補助金を交付する。
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